
右図のようにクルミとカシューナッツの
アレルギーが増えています。アナフィラキ
シーショックの原因でも、ナッツ類が上位
に入っています2) 。
ナッツ類はお菓子、パン、ドレッシング、カ
レーなどによく使用されています。多くが
ペーストもしくは砕かれた状態で使用され、食品表示にも注意
が必要です。クルミ、カシューナッツは表示義務、アーモンド、マ
カダミア、最近増加傾向のピスタチオが表示推奨となります。
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カシューナッツ

即時型食物アレルギーの原因食物1)

1) 令和６年度食物アレルギーに関する食品表示に関する調査研究事業報告書
 2) 第7回 食物アレルギー表示に関するアドバイザー会議 令和7年1月 食品表示課 消費者庁

食物アレルギーの原因食物といえば、卵・
牛乳・小麦がトップ3でした。
近年、ナッツアレルギーが増加し、令和3
年報告では３位、さらに令和６年の報告で
は２位まで増加しています。

ピスタチオ

木の実類 上位品目の症例数比率の推移1)

ナッツアレルギー
増えています！
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クルミとカシューナッツ
アレルギーが急増中！

ナッツ類は木の実類のことで、多くは、種の中の「核」や「仁」
と呼ばれる部分を食べています。杏仁豆腐はあんずの種の
中の仁が材料です。（杏仁の代わりに同じバラ科のアーモン
ドが使用される場合もあり、注意が必要です。）
ヘーゼルナッツは「仁」ではなく「実」を食べています。
ピーナッツ（落花生）は“ナッツ“という文字
が入っていますが、“ナッツ類“ではなく
“豆類”です。ピーナッツは「殻」は枝豆や
エンドウ豆の「さや」と同じで、「豆」の部分
を食べています。

ナッツ類って何のこと？

「仁」「仁」

「ナッツ類」
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ヘーゼルナッツ
は実を食べます
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1位 鶏卵 23.3%

2位 牛乳 16.2%

3位 クルミ 14.7%

4位 小麦 13.1%

5位 カシューナッツ 6.3%

6位 落花生 5.8%

7位 イクラ 3.9%

8位 エビ 2.7%

9位 マカダミア 2.2%

10位 ピスタチオ・大豆 1.2%

アナフィラキシーショック
症例割合２)



クルミやカシューナッツのアレルギーがあると
ほかのナッツ類も除去が必要なの？

1種類のナッツにアレルギーがあるからといって、他のナッツをすべて除去する必要
はありません。
ナッツ類は個別のものと考え、個別にアレルギー症状の誘発を確認します。
ナッツ類の植物学的な分類を示します。
クルミアレルギーの人は同じクルミ科に属するペカンナッツ、カシューナッツアレル
ギーの人は同じウルシ科に属するピスタチオにもアレルギー反応を起こすため、あ
わせて除去などの対応が必要になります。
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ナッツアレルギーの診断、管理は？

「正確な診断」と「必要最低限の除去」が原則です。
基本的にすべての食物アレルギー管理もこの原則は同じです。
正確な診断には経口負荷試験が不可欠です。
血液検査で陽性でも実際に症状なく食べられればアレルギーではありません。
クルミやカシューナッツなどは血液検査でもコンポーネント（対象の食品の構成タン
パクのうちアレルギー症状への関与が大きいタンパク）に対する反応性を評価する
ことでより安全に経口負荷試験が実施できるようになりました。
アーモンドなどは血液検査で陽性であっても食べられることもよくあります。
不必要な除去はしていませんか。
どうぞお気軽に名古屋記念病院小児科にご相談ください。
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ピーナッツは前述の通り豆類であり、ナッツ類とは“別もの”です。ピーナッツアレル
ギーのあるお子さんでもナッツ類が食べられないとは言えません。

ピーナッツアレルギーがあると
ほかのナッツ類も食べられないの？
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